
　　
市
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
材
育
成
支
援
の

一
環
と
し
て
進
め
る「
茶
の
栽
培
技
術
協
力
」。

現
地
で
は
、茶
の
試
験
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
茶
の
栽
培
技
術
協
力
」は
、一
昨
年
、ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
共
和
国
フ
ェ
ル
ガ
ナ
州
リ
シ
タ
ン
地

方
政
府
と
の
間
で
取
り
交
わ
し
た
人
材
育
成
に

関
す
る
覚
書
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
３
月
、日
本
か
ら
現
地
に
茶
の
苗
木
約

中
で
、綿
花
の
栽
培
を
割
り
当
て
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、こ
れ
ま
で
商
業
的
な
茶
の
栽
培
は
、ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。国
内
で
消
費

さ
れ
る
茶
葉
の
ほ
と
ん
ど
を
中
国
な
ど
か
ら
の

輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
う
し
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
状
況

を
改
善
し
、茶
の
国
内
生
産
に
協
力
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
産
業
の
創
造
・
育
成
に
貢
献
し
ま
す
。

　
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
で
は
、タ
シ
ケ
ン
ト
国
立
農
業
大
学
を
中
心
に
、

試
験
栽
培
地
を
選
定
し
、現
在
、生
育
デ
ー
タ
の

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
で
は
、現

地
事
情
や
農
業
に
精
通
し
て
い
る
東
京
農
工
大

准
教
授
の
川
端
良
子
さ
ん
や
、埼
玉
県
茶
業
研
究

所
に
茶
栽
培
の
技
術
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
元
来
、茶
は
温
暖
で
湿
潤
な
地
域
で
の
栽
培
が

適
し
て
い
ま
す
が
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
冬
場
の

気
温
が
著
し
く
低
い
た
め
、試
験
栽
培
で
は
、耐

寒
性
に
優
れ
た
埼
玉
県
ゆ
か
り
の
品
種
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、試
験
栽
培
を
続
け
、苗
木
の
状
態
を
観

察
す
る
と
と
も
に
、現
地
の
環
境
に
あ
っ
た
栽
培

方
法
を
確
立
し
、本
格
的
な
栽
培
に
発
展
さ
せ
る

予
定
で
す
。

《
み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
》

　

１
，０
０
０
本
を
輸
送
し
、同
４
月
、現
地
パ
ー

ト
ナ
ー
の
タ
シ
ケ
ン
ト
国
立
農
業
大
学
の
協
力

の
も
と
、フ
ェ
ル
ガ
ナ
州
を
含
む
４
つ
の
州
の
試

験
栽
培
地
に
苗
木
を
植
え
、現
在
、生
育
デ
ー
タ

の
収
集
と
日
本
側
の
専
門
家
に
よ
る
分
析
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
、古
く
か
ら
緑
茶
が
飲

ま
れ
て
い
ま
す
が
、旧
ソ
連
時
代
の
計
画
経
済
の

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
茶
を
栽
培     

　

                  

人
材
育
成
で
技
術
協
力

東京農工大学　准教授（日本ウズベキスタン協会理事長）
川端　良子さん

INTERVIEW

　ウズベキスタンのアラル海集水域で、環
境にやさしい持続可能な農業を行うことで、
環境問題を軽減する方法を研究しています。
ウズベキスタンにも伝統的な茶の文化があ
り、世界第14位の茶の消費国です。しかし、
近年は100㌫輸入に頼っています。舞鶴市
の取り組みによって、ウズベキスタンに茶

�
舞
鶴
市
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
連
携

�
現
地
で
試
験
栽
培
始
ま
る

�
本
格
的
な
栽
培
に
向
け

栽培が復活することは、食料安全保障の面
からも農家の収入向上の面からも重要だと
思います。
　また、舞鶴市の人材育成支援の取り組みは、
ウズベキスタンの人たちが日本で学ぶ機会
を得る貴重なシステムです。今後、このシ
ステムが活性化することを願っています。

▲（左上）輸送した苗木（右上）ウズベキスタンの試験栽培地
　  （左下）苗木を植えるウズベキスタン人（右下）苗木の成長を確認

夏
の
省
エ
ネ
に
ご
協
力
を

　
冷
房
な
ど
で
電
気
使
用
量
が
多
く
な
る
夏
。

エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
28
度
に
設
定
す
る
、複
数

の
エ
ア
コ
ン
使
用
を
控
え
る
な
ど
、健
康
や
事

業
活
動
に
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
省
エ
ネ
の
取

り
組
み
に
ご
協
力
を
。す
だ
れ
や
緑
の
カ
ー
テ

ン
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
で
室
内
を
涼
し
く

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。市
役
所
で
も
９
月
30

日
㈭
ま
で「C

ク
ー
ル

O
O

L C

チ
ョ
イ
ス

HO
ICE

」の
一
環
で
弱

冷
房
や
閉
庁
時
間
の
空
調
停
止
な
ど
省
エ
ネ
に

取
り
組
み
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66・1
0
6
4
）へ
。

舞
鶴
市
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会

市
民
委
員
を
募
集

　
障
害
児
・
者
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
調
査
・
審
議
す

る
、協
議
会
の
市
民
委
員
を
募
集
。任
期
は
２
年
。

【
対
象
】市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
協
議
会
に
出

席
で
き
る
人

【
募
集
人
数
】若
干
名（
作
文
に
よ
り
選
考
）

【
申
し
込
み
方
法
】住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、

職
業
、電
話
番
号
か
フ
ァ
ク
ス
番
号
、作
文（
①

「
障
害
児
・
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
」②「
障
害
者
の
就
業
を
促
進

す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
」③「
障
害
の
特

性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
啓

発
に
つ
い
て
」の
い
ず
れ
か
１
つ
を
選
び
８
０

０
字
程
度
）を
７
月
22
日
㈷
ま
で
に
郵
送
か
フ
ァ

ク
ス
、持
参
で
障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課（
☎

66
・
１
０
３
３
、ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）へ
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
柔
道
代
表
選
手
団

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
合
宿
を
実
施

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
代

表
選
手
団
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
を
徹
底
の
上
、ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
本
市
で
、

文
化
公
園
体
育
館
を
練
習
会
場
と
し
て
事
前
合

宿
を
7
月
12
日
㈪
～
19
日
㈪
に
実
施
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
66
・
１
０

５
８
）へ
。

【
有
料
広
告
】
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聖火リレーの今昔 ５月 25 日・26 日に府
立京都スタジアム（亀
岡市）で東京五輪の
聖火リレーが行われ、
舞鶴市のランナーも
聖火をつなぎました。
1964 年に開催された
前東京五輪の聖火リ
レーの写真も掲載し
ました。見比べてみま
しょう。

▲１人 50㍍ずつ走るランナー
（2021 年 5 月 25 日）
▶市役所前に集合するランナー

（1964 年 9 月 27 日）

◀聖火皿に点火（左が 2021 年 5 月 25 日、
右が 1964 年 9 月 27 日）


